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概　要

いわき市について
1 面積・人口

2 市の位置・地勢

3 福島県内の原子力発電所

■面　積：1,231.35㎞2

■人　口：332,955人
■世帯数：127,313世帯
　（※平成24年2月1日現在）

　いわき市は、福島県の東南端に位置し、南は
茨城県、東は太平洋に面しており、寒暖の差が
比較的少ない穏やかな気候に恵まれています。
　地形は、西方の阿武隈高地（標高500ｍ～700
ｍ）から東方へゆるやかに低くなり、東側には、
夏井川や鮫川などの河川の河口部を中心に、平
野となだらかな丘陵が広がっています。
　また、太平洋沿いの海岸線は、南北約60㎞に
わたり、白砂青松と岩礁が繰り返し続き、「い
わき七浜」と呼ばれる美しい景観を織り成して
います。

　福島県の浜通り中北部の相双地方には、東京
電力㈱の商用発電炉（計10基）が運転されていま
した。
　その発電量（909.6万Kw）は、日本の原子力発
電電力量のおよそ20％を占め、日本有数の電力
供給地となっていました。

⑵　福島第二原子力発電所　　　　　　　　　
　福島第二原子力発電所（以下「福島第二原発」）
は、双葉郡の楢葉町と富岡町にまたがって立地
し、1982年（昭和57年）4月に1号機の運転を開
始させ、計4基の発電設備を稼動させていまし
た。

⑴　福島第一原子力発電所　　　　　　　　　
　福島第一原子力発電所（以下「福島第一原発」）
は、双葉郡の大熊町と双葉町にまたがって立地
し、東京電力㈱が初めて1971年（昭和46年）3月
に1号機を運転させ、以来計6基の発電設備を
稼動させていました。いわき市は、福島第一原
発からおおむね半径30㎞から70㎞圏内に位置し
ています。
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※いわき市からの距離は、
　鉄道の営業キロ数です。

県内原子力発電所の位置と福島第一原発からの同心円図

大震災から 1年

■ 目　次

　昨年3月11日に発生した東日本大震災から、1年を迎えることとなりました。
　この震災により、お亡くなりになられた方々に、改めて哀悼の意を表しま
すとともに、被災された皆様に心からお見舞いを申し上げます。
　また、この間、全国、ひいては世界中の方々や企業、団体などの皆様から、
義援金や救援物資の提供、人員の派遣など、温かいご支援をいただくととも
に、市内外のボランティアの皆様から大きなお力添えをいただきましたこと、
心から厚く御礼申し上げます。
　東日本大震災は、大地震、大津波、そして原子力発電所事故が重なった世
界に類を見ない複合災害として、本市に甚大な被害をもたらしました。
　震災後は、速やかに市災害対策本部を設置し、1日も早い市民生活の安寧と
被災された方々の生活再建への道筋をつけるため、24時間体制で、食料や水、医薬品などの生活必需品の確
保やガソリンの調達、被災された方々を受け入れるための避難所の設置・運営、さらには原発事故への対
応や安定ヨウ素剤の配布など、日々、同時多発的に起こる複数の事象への対応に全力で当たりました。ま
さに、災害発生から数週間は、市民の生命・財産を守るため、限られた時間と情報のなかでさまざまな判
断と対策が求められる、厳しい局面下での災害対応となりました。
　その後も、被災された方々の生活支援を最優先に据えながら復興への土台づくりを精力的に進め、昨年12
月には、復興に向けた具体的な取り組みを示す「復興事業計画」を策定いたしました。
　今後、計画の実現に向け、本格的な復興への取り組みを進めてまいりますが、「日本の復興をいわきか
ら」との強い想いのもと、「市民の皆様の安全・安心の確保」と「震災前にも増して活力に満ちあふれた、
世界に誇る復興再生モデルとなる持続可能なまちいわき」を目指し、引き続き全身全霊をかけて取り組ん
でまいります。
　さて、この未曽有の大災害に際し、本市の被害状況や災害対応、さらには復旧・復興に向けた取り組みな
どについて、記憶を風化させることなく、今後の教訓として後世に残すため、概要版として本誌を刊行いた
しました。限られた紙面ではありますが、本誌が、今後の防災対策の一助となれば幸いであります。
　結びに、本誌の編集にあたりご協力いただきました関係各位に心から御礼申し上げます。

いわき市長 渡 辺 敬 夫
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市の被害状況

久之浜の蔭磯橋では、津波により損壊し
た水道管がむき出しに（4月14日）

小名浜の下神白保育所は津波で全壊した
が、保育士の適切な避難誘導により子ど
もたちは全員無事だった（4月23日）

四倉の市営住宅梅ヶ丘団地では敷地内の
一部が崩壊（4月27日）

落下した図書で通路が埋め尽くされたい
わき総合図書館（3月12日）

斜面が崩落し道路が完全にふさがれた内
郷内町の市道宮沢・蛭内線（4月26日）

津波に押し流された車が永崎小の校舎の
中に（3月12日）

●東日本大震災による被害状況(平成24年2月1日現在）　

中央署管内267名、
東署管内31名、南署管内12名

中央署管内29名、
東署管内4名、南署管内4名

計80,602棟
※現在も調査中。
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概　要

東日本大震災について
1 平成23年（2011年）東北地方太平洋沖地震

　気象庁によると、この地震は、東北から関東にかけての太平洋の沖合で岩盤が大きくずれたことにより発
生したものとされています。ずれた範囲は、南北約450㎞、東西約200㎞にも及びました。
　この地震で、いわき市では、震度4以上の揺れが約190秒も続き、最大の震度は6弱を観測しました。
　また、地震活動は本震−余震型で推移しており、平成24年1月10日現在で最大震度6強の余震が2回、最大
震度6弱が2回、最大震度5強が10回、最大震度5弱が30回、最大震度4が175回発生しています。

　この地震により、福島県相馬で高さ9.3ｍ以上、宮
城県石巻市鮎川で8.6ｍ以上の非常に高い津波を観測
するなど、東北地方から関東地方北部の太平洋側を中
心に、北海道から沖縄にかけての広い範囲で津波を観
測しました。
　市内でも沿岸部全域に津波が押し寄せ、甚大な被害
をもたらしました。市内沿岸部の主な浸水高は次のと
おりです。

震源域と余震分布震源域と余震分布 プ
レ
ー
ト
境
界

プ
レ
ー
ト
境
界

3月11日
15時25分

Ｍ７．５

3月11日
14時46分

Ｍ９．０

7月10日
9時57分

Ｍ７．３
3月11日
15時08分

Ｍ７．４

4月11日
17時16分

Ｍ７．０

3月11日
15時15分

Ｍ７．６

4月7日
23時32分

Ｍ７．２三陸沖(北緯38.1度、東経142.9度、牡鹿半島の
東南東130㎞付近)深さ24㎞

断層の大きさ：長さ約450㎞、幅約200㎞
断層のすべり量：最大20～30m程度
震源直上の海底の移動量：東南東に約24m移動、
約3m隆起

平成23年3月11日㈮ 14時46分

マグニチュード9.0

宮城県北部
宮城県南部・中部、福島県中通り・
浜通り(※)、茨城県北部・南部、
栃木県北部・南部
(※いわき市は、震度6弱)

震度7

震度
6強

発生日時

規　　模

震　　源

そ の 他

各地震度
（震度6強
以上)

2 本市を襲った津波
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　 久之浜町田之網字浜川　7.45ｍ  (103m)
　 四倉町字東二丁目　　　7.55ｍ  (142m)

　 平藤間字鯨　　　　　　5.08m  (169m)
　 平薄磯字中街　　　　　8.51m  (151m)
　 平豊間字下町　　　　　8.57m  (103m)

　 江名字江ノ浦　　　　　6.81m  (18m)
　 永崎字川畑　　　　　　5.38m  (163m)
　 小名浜下神白字松下　　6.81m  (56m)

　 岩間町岩下　　　　　　7.66m  (166m)
　 錦町須賀　　　　　　　6.7 m  (169m)
　 勿来町九面九浦町　　　4.9 m  (13m)

公益社団法人土木学会「東北地方太平洋沖地震津波合同調査グループ」（http://www.coastal.jp/ttjt/）による速報値（2012年2月3日参照）

※浸水高は、ＴＰ(東京湾平均海面)からの高さ
※（　）内は、海岸から測定地点までの距離

川前

三和

遠野

田人

勿来

小名浜

常磐

内郷

好間
平

小川

四倉

久之浜・
大久

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

※気象庁発表のデータをもとに作成


